
CO2-EORプロジェクト
化石燃料の燃焼に伴うCO2排出量の削減は地球規模での重要な

課題であり、その有力な回答の一つがCO2を地下に圧入して貯留さ
せる方法です。

JX石油開発が2014年から参画している米国テキサス州における
Petra Novaプロジェクトは、火力発電所で石炭の燃焼により発生
するCO2を回収し、それを近隣のWest Ranch油田（1938 年発見）
に圧入してCO2-EOR（Enhanced Oil Recovery）を実施し、増産さ
れる原油の販売収入で、CO2の回収・地中貯留費用を賄う、即ち、
商業的に成り立つ形でCO2排出量削減を図った先進的なプロジェ
クトです。

当社は、ヒューストン近郊でW.A. Parish発電所を保有／操業す
るNRG社と共同事業会社を組成し、West Ranch油田を操業する
Hilcorp社と共に、2016年末の商業運転開始を目指して、世界最大
級のCO2回収装置を含む施設の建設工事を進めています。CO2-
EORが開始されると、現在日量500バレル程度の同油田の生産量

は15,000バレル程度まで
増えると期待されると共
に、年間約160万トンのCO2

排出量削減が見込まれて
います。

当社は、今後も、新しい発想のもとで、地球環境と調和した事業展開
に積極的に取り組んでまいります。

JX石油開発株式会社

W.A. Parish 発電所とCO2 回収装置
（完成イメージ図）

プロジェクト概念図

新開発ミキサーを用いた
直接混合型BOG再液化設備MiReLiS

東邦ガス（株）とJFE エンジニアリング（株）が共同開発した MiReLiS
は、LNG 貯槽にて発生するBOG（ボイルオフガス）をLNGと直接混合
することで凝縮させる最新型のBOG再液化設備です。これまでの
BOG処理は、気体のまま圧縮機で高い圧力まで昇圧してガス導管へ
送出する方式が一般的でしたが、気体を昇圧するためには多大な動

力が必要となります。これに対し、
BOGを再液化して液体状態でポン
プにより昇圧することで、動力を
大幅に削減することができます。

BOGの再液化設備としては、熱
交換器を用いてLNGの冷熱によ
りBOGを凝縮させる「間接熱交換
型」があります。この熱交換器は大
型で極低温仕様のため、イニシャ
ルコストが高いこと、広い設置ス
ペースが必要なことが課題となっていました。これらの課題を克服す
るために、新開発の小型ミキサーを搭載した「直接混合型」再液化設
備MiReLiSを開発しました。大型の熱交換器が不要となるため、建
設・メンテナンスコストの削減および省スペース化が実現されます。

東邦ガス（株）知多緑浜工場に建設したMiReLiS初号機は2016年
6月より稼働しています。小型でありながら高い再液化能力を発揮
し、従来の圧縮機により昇圧する方式と比べて50%の動力費削減
を達成しました。

JFEエンジニアリング株式会社

間接熱交換型と直接混合型の概略フロー

熱交換器と新開発ミキサーの比較

省エネ型二酸化炭素分離回収設備 ESCAP®

ESCAP®（Energy Saving CO2 Absorption Process）は、製鉄所
から出る高炉ガスや火力発電所からの排ガスなど、比較的CO2濃度の
低い常圧ガスから純度の高いCO2を分離回収する技術です。従来法と
比べ、40%以上の熱エネルギー消費量削減に成功しました。

平成26年に製鉄所の熱風炉排ガスを原料とする商業1号機を北海道・

室蘭に建設し、回収されたCO2は食品用を含む各種産業用途に利用さ
れています。（平成27年度エンジニアリング功労者賞を受賞）

今後はその省エネ特性を生かし、産業用途のみならずEORやCCSへ
の適用を進め、世界の石油市場発展および地球温暖化対策への貢献
を図っていきます。

新日鉄住金エンジニアリング株式会社

ESCAP図版

設備能力：120ton/日　　原料ガス：製鉄所熱風炉排ガス
事業者：エア･ウォーター炭酸（株）　設置場所：新日鐵住金（株）室蘭製鐵所構内
用途：各種産業用（製鉄、溶接、食品等）

会員のひろばEngineering Front
ピックアップ最新トレンド

20 ENAA Engineering No.144   2016.10


